
コーチを解剖する

バスケットボールのコーチ哲学の論義につ

いては、しばしば大げさであったり、また甚

だ観念論的であったりする。おそらく目目自

私もうっかりしていると、そんな話をしてし

まいそうだ。

コーチというものは、まず自分が教師であ

ることを絶対に忘れてはいけない。何年か前

に、ある教授が自分の教育哲学を、次のよう

な 3つの義務に要約した。つまり教師は “来

て、見て、克服しなければならない"と。1私

はいつも彼のモットーをコーチ技術に適用し

ようとしている。なぜなら、コーチは練習に

出て、選手の様子などを診断して、それを正

さなければならないからである。コーチは、

選手がゲームの基本的なことを実行するよう

に、適切にかつ効果的に教えなくてはならな

い。

ひとたび、自分の哲学的基礎が固まってし

まえば、あとはコーチは目標に向かって全力

を注がなければならない。それを完成させる

ことに全力を尽さないコーチがいたら、それ

は大にもおとるというものだ。しかしながら、

コーチングやプレーにおける成功は、ゲーム

の勝ち敗けの数できまるものではなく、むし

ろざ彼の能力や手腕、相手の能力、試合の場

所を考慮にいれた時、他人と比較して、各々

個人がどのような事をしたかということによ

るべきである
‐
。

成功は、各人が自分は最善をつくしたという

うことを知り満足することからくる。

ジョージ。モリアリティが、かつて言ったの

だが「私には、全力を注 ぐことが勝利からそ

れほど遠いとは思われない」従って最終的な

分析においては、自分の成功を決定するのは

自分自身だということになる。他人は欺けて

も、自分自身は欺けないからである。

完璧への到達は不可能だが、しかしそれを

目標としなければならない。ゲームの勝ち敗

けの数には関係なしに、目的を達成するため

の 100%の努力をしなければ、とうてい成功

は得られない。

コーチは各選手に、相手は背も高く、足も

速く、ジャンプも高いが、チーム精神や忠実

さ、熱意、協力、決断力、真面目さ、闘争心、

性格においては、君たちほど秀れてはいない

ということを伝えなければならない。チーム

がこれらの特色を持ちつづけるのを助けるコ

ーチなら成功である。

.この章においては、ビルと私は選手の学生

生活とか社会的環境あるいは家族と接触する

場合のコーチの役割について論ずるつもりだ。

それからまたコーチとして持たなければなら

ない、あるいは持つように努力すべき特質に

ついても強調したい。我々は多くの絶対的な

原則をあげるだろうが、その時は私たちもま

た、人間であるということを思い出してほし

い。我々は自分たちの成功を願っているし、

また失敗を悲しみもする。そこで何年か前に

起こったある出来事を考えてみてほしい。

高校のコーチを始めたばかりの頃、私は今

でも恥ずかしく残念に思うことをしぞしまっ
た。私たちのチームに大変まじめな少年がい



た。彼は推薦状を書くほど活躍していたゎけ

ではなかったが、コーチの推薦する者を表彰

する判定委員会があつて、そこでば私の推薦

した者を認めるにちがいなかった。私は彼は

不適当ではないかという反対を押しきって、

彼を推薦しようとすでに決めていた。

ところがある日、彼の父親が私の事務所に

やってきて、挨拶もろくにしないで「ジョー

は推薦状をもらえるのかね」と言った。私は

「ええ、私はそう思っているのですが、ただ試

合経験があまりないのでどうかわかりません 」

と言った。すると彼は指をつき出して、「それ

なら推薦状を書いた方が身のためだ。さもな

いと君は職を失うぞ」と言らた。

私は彼に出て行けとどなった。当時は私も

若 くて血の気も多かつたので、彼の言葉にカ

ッとして、絶対彼を推薦するものかと決めて

しまい、事実彼を推薦しなかった。

私は、その子に賞をやろうと決心していた

のに、彼の父親に強い態度に出られて感情的

になってしまったのだ。あとになって、私は

賞のリストを変えようとしたけれどももう遅

すぎて、結局彼は賞をもらえなかった。私は

その時のことを思うと、悔やまれると同時に

恥ずかしくてならない。そしてこのことは、

コーチとしての私に今日まで、ずっと教訓と

なっている。

今日では、周囲の者全部との関係を円滑に

するために、仲間とのコミュニケーションの

必要性と,｀ うことが多く言われている。子供

たちがよくきく音楽の多くは、コミュニケー

ションの方法を強めるためのものであり、こ

の方法が私のコーチ哲学の礎石となっている。

コーチならば、ルールに精通し、基礎をマ

スターし、ゲームの作戦に長じているかもし

れない。 しかしもし彼が、誇 りとか、尊敬 と
か、信頼 とかを彼のプレーヤーたちに、徐々

に浸透させることができなかったり、また彼

の同僚たちと話 し合わなかったり、生徒の両

親や報道関係者や先輩、それに関心を持って

いる一般の人々を避けたりするならば、彼の

コーチとしての生命はそんなに長くはないだ

ろう。指導者というのは、自分の感情を殺さ

なければならないものである。 コーチングの
技術は、習得できるものであるが、効果的な

コミュニケーションは本質的なものである。

ここにコミュニケーターとしてのコーチの一

例をあげよう。

特に少年たち相手のコーチは、恐ろしいも

のだが経験することは大きな価値をもってい

る。コーチはしばしば少年たちにとっては、

家の外での最初の崇拝の的になるものだ。ビ

ル・スローンは、私の最初のバスケットコー

チであるが、彼の教えてくれたことは一生忘

れることができない。私は13歳で、130ポ ンド

のやせっぽちだった。スローンコーチは、U
SCでフットボールの技術にすぐれていた、
私たちの学校のよいフットボールのコーチだ

つた。 しかし、バスケットボールのシーズン
になると、Cと Dチームのバスケットのコー

チも兼ねていた。私はDチームだつたが、彼

は本当に立派なコーチで、経験の浅いチーム

も彼の指導によく応えた。彼はよき指導者た

り得る2つのものを持っていた。それは、き

びしさと熱意だった。我々はそのシーズン中

一度も負けることがなかった。

バスケットボールは、ビルの専門のスポー

ツではなかったが、技術的な面以外のところ

で、それを補っていた。彼が教えてくれた事

は今でも頭にこびりついている。それはバス

ケットボールはチームプレーであり、個人的

なスター・プレーヤーのものではないという

^,
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ことだ。彼は若くて熱心な者たちのグループ

をとりあげ、我々を強い結びつきを持った単

位とした。彼は我々が自らを信じるようにし

むけ、まとまったチームにした。お互いの能

力を磨きながら、我々はよい成果をあげた。

なぜなら、我々は共にプレーできるようにな

ったからである。

我々もそうだったが、若者たちは、いつも

よく言うことをきくわけではない。現代のコ

ーチヘのアドバイスとして次のような事をい

っておこう。つまり、プレーヤーと開放的に

話し合いをするように努力し、柔軟性を持て

ということである。

独裁的なコーチは、応々にして無力であり、

プレーヤーとの本当の接触をしそこなう。そ

して、プレーヤーと同じラインに立って行動

すること。それによってプレーヤーが何か間

題をかかえている時に、それをコーチに提案

し易くなる。言ってきかせるよりもたずねる

こと。プレーヤーは、しばしばコーチが思っ

ていること、そのものずばりを提案するだろ

う。コーチすることは、結局人間の心理学の

一形態なのだ。コーチはチームのリーダーで

はないということはほのめかすべきではない。

これが私の指導のほんの一例である。

しての最も重大な責務は、プレーヤーがゲー

ムに必要な様々な基礎を実行できるように、

適切にかつ効果的に教えることにあるのだか

ら、まず第 1に 、コーチは教師であるという

ことである。ここにコーチであり、教師であ

るための絶対に必要な、そして重要な10ヵ 条

の事柄をあげる。

l.コ ーチはバスケットボールのゲームに

関する徹底した知識を持たなければな

らない。バスケットボールの起源から、

どのように発展し現在の洗練されたレ

ベルに達したか、そのAか らZま でを

すべて知らなければならない。

2.コ ーチは人間の心理状態、個人差、人

間関係、社会問題、健康教育などの分

野を含む幅広い一般的な知識を持たな

ければならない。

3.コ ーチは教師としての技術を持ち、映

画やテレビのテープ、その他 T`HE
・ ｀KIT″ に含まれるような役に立つ多く

のものを利用しなければならない。

4.コ ーチは、チーム、学校、社会に対し
て、プロとして、態度を明確に持たな

ければならない。なぜなら、コーチは、

総合的な献身を要求される職業だから

である。

5.コ ーチは、多くのコーチング上の役割
に関して訓練を積んでいなければなら

ないし、また、コー トの内外を問わず

プレーヤーたちに訓練を求めることが

できなければならない。 リーダーシッ
・
_プと合理的な訓練を必要とすることと

は同じことである。

6.コ ーチは、この手引きの全頁を通じて

強調しているように、しっかりと系統

(  立った考え方をもっていなければなら
ない。それが十分にできないコーチで

3

コーチ哲学の展開

コーチのための10大原則

辞書によれば、コーチとは
｀
競技会のため

に、運動選手を教え、訓練し、そしてコンデ

イション調整を行なう人
″
と定義している。

続く2つの章で、我々はコーチを訓練し、また、

コンディションを調整する人として焦点をあ

ててみよう。しかしこの章では教育者として

扱うことにする。ゲームの実際のプレーに関



ある場合、その第1の大きな損害とい

うのはチーム全体のゲームや練習に対

する興味の減退であるということを忘

れてはならない。そうした失敗をする

ことは、試合に負ける準備をしている

ようなものである。

7.コ ーチは、学校においても更に大きな
共同体の中でも、健康的で活動的なコ

ミュニケーションを持つように、熱心

に努めなければならない。成功するコ

ーチは、他人の援助を受けようとする

と同時に、できるだけ他人に力を貸し

たりするものである。

8.コ ーチは、プレーヤニたちを夫々一個
人として扱い、えこひいきをしないで、

プレーヤーとの間によい関係をつくり

出し、その関係を持続させるようにし

なければならない。彼らにはチームの

1構成員であるという自覚をもたせ、

正選手や補欠という区別した考え方を

しない。

9.コーチは、温かい人間性、快くコミュ
ニケートする気持、心から他人のこと

を考える気持を持たなければならない。

10.コ ーチは、向上しようという気持を常

に持ちつづけていなければならない。

性 格 が 適 し て い る か ど う か

性格の特色は、常にその人の選んだ分野が、

銀行家であっても、事業家であっても、バス

ケットボール・コーチであっても、成功する

かどうかという個々の見込みを決定する重大

な要素になる。何故ならば、正規のシーズン

中に、コーチは少なくとも15種類の違った個

性を扱うので、心理学の熱心な学究者になる

必要がある。コーチは様々な状態の人間の感

情を扱うことができなければならない。 しか

しまず第1に 自分自身を知ることである。

成功するコーチは、次のようなシェークス

ピアの ｀自己を知ることこそ、真実である
″

という言葉に従うに違いない。そこで、コー

チが成功するために持たなければならない、
いくつかの基本的な性格の特質を挙げてみよ

つ。

勤勉さ

努力にとってかわるものはない。綿密な計

画と熱心な働きはそのシーズンを価値のある

ものにする。例えそれが不可能に思われても、

完全なものにするために努力すべきであり、

追求していかなければならない。近道や安易

な方法では、ゴールに到達することはできな

いということを覚えておく。

熱 意

このコーチの手引きの著者たちはこの点を

十分に強調することはできない。たぶん
｀`
自

分の好きなことをせよ。そうすれば、するこ

とが好きになるだろう
″
という言葉が、適切

なモットーになるだろう。熱意は、他人に伝

わりやすく、それに触れた人々に影響を与え

るということを覚えておくとよい。だから自

分の仕事に心を注げ。熱心なコーチは、若者

たちを1つ の精神に、また結合力のある共同

体にすばやく団結させていくことができるの

である。

同 :1青

コーチは、少年たちに対して真の愛情を持

っていなければならない。彼らの個人差とか

要求とか、感情などを考慮してやらなければ

ならない。練習が終った後の数分間を個人的

な問題について話し合いたいと思っているプ

レーヤーのために役立てることをすすめたい。

4



個人的な話題はプレーヤーを打ち解けさせ、

彼を悩ませている問題への洞察を与えること

ができるものである。

半」断力

これはしばしば経験を通して身につ く特質

である。しかし常識の中で処理するということ

が非常に大切である。コーチはそのメンバー、

ゲーム、技術、 トレーニングに関して、自分
なりの価値観を発展させなければならない。

セルフ・コントロール
コーチは自分の感情をコントロールできな

くてはならない、というのは彼はチームのリ

ーダーであり、どんな時でも冷静な判断を下

さなければならないからである。彼は規律を

おしすすめなくてはならないが、同時に、公

平でなければならない。コーチは悪意を抱い

たりしてはならない。もしもチームの誰かが

チームをとび出したら、コーチは彼を意地で

も連れ戻してやるものかというような尊大さ

を持つてはいけない。人生におけるすべての決

定は、それが実りあるものになると思われる

時にのみ、ちゃんとした理由をもってなされ

るべきである。

誠実さ

コーチは真面目で誠実でなければならない。

さもないとプレーヤーたちは彼を尊敬しなく

なるだろう。見せかけやごまかしをやめ、自

分自身のありのままの姿を見せることだ。今

日の若者たちは、非常にすばや く不真面目な

人や、不誠実な人を見抜くことができる。

忍 耐

かけだしのコーチに一番欠けているものの

1つが忍耐である。そういう人には、そんな

に多くを期待することができない。新しい習

慣を形成しながら、古くて効果のない習慣を

捨てていくことは、段階を追って学んでいか

なくてはならないことなのである。

組かいことへの配慮
バスケットボールは、習慣のゲームであり、

習慣とは細かいことを注意深く応用した結果

得られるものである。図表や記録を保管して

おく。チャンピオンとチャンピオンに近いチ

ームとの僅かの差は、大切な細かいことをよ

り完全に実行 しているか否かである。準備を

怠るということは、失敗への準備をしている

のと同じだ。今は小さなことでも、後になっ

て大きな意味を持つようになるのである。

公平さ

チームのメンバーからはずすことが必要に

なった時には、その若者が公正な機会を与え
られてきたという認識を確かに持てるように

試みてみることが必要である。

高潔さ

コーチは、コー トの中でも外でも、常に若

者のリーダーである。不健全で不正直なコー

チは、コーチとしては不用である。

思味深いコ
~チ法の原理

コーチ法の基礎 となるべき原理が 2つある。
次の 2つの章でもっとそれらを強調するつも

りであるが、この章でも、その重要性だけは

書いておこう。

その 1つは、コンディション作りである一
――知的にも精神的にも身体的にもよいコンデ

ィションを作 りあげることである。もしコン

ディション作りに注意しないと、そのシーズン
・

は悲惨な結果になりかねないので、これは彼
ー

ク



の身体的な準備を決定するものでもある。

2つめは基礎作 りである。合理的なフロア

ープレーのための基本となるものは、基礎的

な原理をすばや く実行することである。プレ

ーャーたちがたちどころに反応するように教

えなければならない。事実、基本を忠実に実

行すれば、プレーを活気あるものにする。

しかし、活気のあるプレーだけが基本に忠

実だということにはならない。

次に習慣的なものになってほしいと思うい

くつかの原理を挙げておく。

1.コ ーチはよい習慣をつけたり、悪い習

慣を打ち破るために時間をとり、その

ための忍耐力を持たなければならない。

基本が自分のものになるまで、絶えず

基本を繰り返すことが第 1に大切なこ

とである。これらの技術を教えること

は、一朝一夕にできるものではなく、

あまりに急ぎ過ぎたり、あまりに多く

の量を期待してはいけない。

2.コ ーチとプレーヤーは、決して満足し

てしまってはいけない。いつも改良す

べき点は残っているのだし、お互いに

それらの点を認識するよう努力しなけ

ればならない。そしてそれは価値のあ

る探求である。

3.コ ーチは教えすぎるよりはむしろ教え

ることを選択して教えるべきである。

少ないことを十分に実行できるように

教えた方がよいのである。

4.コ ーチは彼の頭が堅いためにプレーヤ

ーの自発的で創造的な発達を破壊する

ようなことがあってはならない。プレ

ーヤーの独創力は、相手側のミスをさ

そぃだす。そして、それはゲームを勝

利に導 くのだ。

5.コーチは多くの試合を通じて、各々の

ポジションに同等の得点チャンスが与

えられるようなバランスのとれた攻撃

法を工夫しなければならない。

コーチはゲームを作 りあげているごく

細かい目だたない点にも、気づ くべき

である。そこから並のチームと偉大な

チームとの差が生まれるのである。

コーチは常に、自分自身やプレーヤー

について分析し、その結果行動するべ

きである。

コーチは積極的に活動し、ゲームの全

般にわたり、チームのプライドを高め

るべきである。相手に対してはあくま

で待ちかまえるのであって、恐れるも

のではない。相手を悩ませてやろう。

コーチは同じくらいのチームと当たっ

た時には、コンディショニングが勝敗

の決定的な要素となることをプレーヤ

ーに自党させるようにせよ。 もし、優:

勢だとわかったら、ゲームの早い時期

にプレッシャーをかけなければならな

い。そうすれば相手は、自分たちが疲

れないうちに、先に疲れてしまうだろ

つ。

コーチは、レギュラーの選手を作ると

いうのではなしに、一つのチームを作

りあげなくてはならない。

6.

7.

8.

9,

10.

コーチとプレーヤー

の関係を確立する
コート上の提案
バスケットボールのシーズンは長いし、大

変なものである。特に負け越しそうな時はな

おさらである。その中でコーチが直面する最

/

し



もデリケートな問題の 1つは、チームのメン
バーとの関係である。メンバーがまとまって

くればくる程、コーチは彼らの問題即ち身体

的、精神的コンディションとか、判断できな
い好調さとか低迷さとかの問題に気がつくよ

うになる。 もしも彼がチームとのよい関係を
固めたいと本気で努力するならば、次の諺が

役に立つだろう。
｀
親しみあうことにより、相

互の専敬は育つ
″

ここに役に立つと思われるいくつかの項目

をあげてみよう。

1.個々のプレーヤーとの関係を親密にせ
よ。しかし彼らの尊敬は失わないよう

に。彼らの個人的な問題に関心を持ち、

気軽に近づいていこう。そして自分が

それを心配しているということを知ら

せよ。

2.横柄な態度にならないように訓練をつ
づける。公明正大で無理じいすること

なく指導する。

3.各プレーヤーの個性を理解し、尊重し、
それにしたがって訓練する。つまり、

個人に応じた扱い方をするということ

である。

4.皆が、同等に責任を分ちあうようにす
る。

5.プレーヤーたちだけでなく、自分自身
をも同じように分析し、その結果にし

たがって自己管理をする。

6.｀認めてやる″ことは、大きな刺激と
なる。特にきびしい批評をしたあとで

は、背中をポンとたたいてやることだ。

7.も しも、忠実さとか親切さとか他人の

権利を尊重することなどを教えようと

するならば、適切なチーム精神を持つ

協力的なチームに一歩前進することだ

ろう。

嫉妬、利己主義、ねたみ、あらさがし

などは前進を阻んでしまう。

8.チームを第 1に考える。しかしそのた
めに 1人 1人 を犠牲にしてはならない。
9.感情的になったり、尊大になったりし
てはいけない。スケールを大きくし、
いつでも変化できるようにする。進歩

というものは、変化することから始ま

る。

コート外の援助者

シーズン中は、しばしばコーチにとっては

プレーヤーとのコミュニケーションを深める

ために力になってくれる他の人が必要となる。

ふだんから陽気な若者が、チームメー トと仲

が悪 くなり、コーチに反抗的になった時こそ、
コーチは彼と話し合わなくてはならない。そ

れでも問題が解決しない時には、コーチは進

んで他のメンバーと話し合ったりして、その

原因をつきとめることだ。ふだん彼らはその

カギを示してくれるだろう。それでもだめだ

った場合、バスヶットボールとは別のところ

でその原因を探さなくてはならない。

コーチが接触しなくてはならない人たちを

あげてみよう。

1.コーチはプレーヤーの家族と何気ない
よい関係を持っているべきだ。そうす

れば心配ごとが起こった時には、彼ら

がその一番のよりどころとなるのだか

ら。家族の者は、その子が悪い仲間と

遊んではいないかとか、健康がすぐれ

ないとか、ゲームに出られないのでは

ないかとかをコーチに話してくれるだ

ろう。 もしかしたらガールフレンドの
問題で悩んでいるかも知れない。

時々コーチは家庭の中の問題を学ぶこ

とがある。それは経済上の問題だった
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コーチと社会との

関係をつ<りだす
学部と大学管理者

り、家族の分裂だったり、両親の離婚

だったりする。また、若者というのは

心配ごとや欲求不満があると、それを

おもてに出すものだ。

2.も う1つのよりどころは、彼の先生で

ある。先生たちの目にも、彼は変わっ

たように見えるかどうか。宿題をしな

かったり、試験で悪い点をとったりし

ていないだろうか。バスケットのフロ

アーと同じように、教室で話しをする

のを避けたり、近づきにくかったりと

いうことはないだろうか。

3.他のコーチが関係する可能性もある。
今の彼の行動パターンが前にもあった

ことかどうかを彼が以前についていた

コーチに聞いてみるのである。過去に

彼はそういう問題から抜け出ることが

出来たかどうか。それともチーム精神

に反する者として、みんなからやめさ

せられたのだろうか。

4.ト レーナーをつける余裕があるほど幸
運なチームだつたら、コーチはトレー

ナーに相談するべきだ。しばしばプレ

ーヤーがトレーナーと親しくつき合う

というのは、コーチほどきびしく訓練

を命令しないからということが考えら

れる」したがってプレーヤーは、しば

しば彼に対しては卒直でくったくがな

い。特に彼らが負傷をコーチからかく

そうとする時など。

学校の管理者たちとよい関係にあることが

望ましい。コーチの成功は、彼らにとっても

成功なのである。彼らはいろいろな点で役に

立ってくれる。ホームゲームでも遠征ゲーム

でも出かけてきて観戦者になり、新しい設備

を注文してくれたり、交通の手配をして〈れ

たり、その他数えきれない程の事をしてくれ

る。バスケットボールの予定が多くなると、

彼らの援助は欠くことができないものとなる。

私たちはあまりにたくさんのコーチが、学校

管理者たちと疎遠だったのを知っている。彼

らに信頼されるようになれば、そのお返しと

して、協力が得られる。コーチは教職員とし

て認められるべきで同じ恩恵もこうむるべき

だ。コーチは教職員とちがった規則のもとで

何か頼んだ仕事をしたりすべきではない。

コーチは同僚に自分の教育哲学を知らせる

べきだ。それによリバスケットボールが、学

究的であることを強調し、正課ではないが大 ヽ

切な課外活動であるという事実を受け入れさ

せることになる。プレーヤーに、クラス内で

何か問題があった場合、同僚である担任教師

に近づきアドバィスを受けておくべきである。

頼みごとをしてはいけない
一
必要な時にだ

け臨時に頼むのがよい。         __

〔注〕アメリカの大学の運動部

アメリカの大学における大学と運動部と

の関係は、日本の大学と異なる点がある。
バスケットボールをはじめとして、フッ

トボール、ベースボールなど、ほとんど

の種目は、Athletic Department(体育局)

に属しており、大学執行部の直接の管理

下にあるわけではない。Athletic Depar‐

tmentはそれ自体 1つの独立体としての機

構を持ち、大学からの経済的な援助は多少

あるけれども、競技会を主催し、それからの

の
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収入が財源の大部分になっている。各種目

のヘッドコーチをはじめとして、アシス

タントコーチ、 トレーナーにいたるまで、
体育局で給料を支払っている。それ故、

コーチ陣はプロフェッショナルであって、

大学の一般的な講議、実技を担当する教

官ではなくて、その運動部の指導に専心

あたることになっている。成績如何によ

っては、更迭もあり得るわけである。

学生たち

学校全体の代表として、チームは忠実なフ

ァンの活気にみちた声援を持っている。コー

チはその伝統を引き継 ぐべきだ。チーム精神

は、プレーヤーにとって欠くことのできない

ものだが、学校精神もまた学生にとっては、

欠 くことのできないものだ。コーチは学校の

集会で役に立ったり、ゲームの指導中は紳士

であり、キャンパスでは学生に対して、親し

みやすい人であったりすることにより、ファ

ンの支持を高めることができるのである。

プレーヤーの両親たち
プレーヤーの両親を知れば知るほど、プレ

ーヤーを知り援助してやることが容易になる。

結局コーチも両親もプレーヤーのやってい

ることに本当に関心を持っているのである。

プレーヤーたちをより好みしないのと同じよ

うに、彼らの両親もより好みしてはいけない。

.仲間のコーチたち

成功するコーチとは、必ずしも勝ち運のつ

いている人という・のではなく、仲間のコーチ

を大いに尊重する人のことである。彼らは、

コーチをプレーヤーと共に、その時の状況に

おいて、できる限りの力を出せる人として認

める。コーチ pク リニックに出席したり、ル

―ル改正やルールの解釈に関する委員会や、

協議会などに出席することによって、他のコ

ーチたちと個人的に会うこともできるし、ゲ

ームについても共に考えたり意見を交換した

りできる。コーチというのは、崇高な職業な

のであり、仲間への尊敬は、どれだけ自分が

コ`ーチ
″の名に値するかということの反映な

のである。

コーチは、社会のメンバーと広く協力しあ

うために努力すべきである。会合や昼食の時

に話をすることによって、自分の計画に対す

る理解と支持を集めることができるし、この

ようにして、よい関係を固めることができる。

コーチは又、新聞関係者例えば大都市の日刊

紙、郊外の週刊紙、それに学校新聞の記者た

ちと近づくべきだ。彼らは皆彼がよい仕事を

するのを手助けすることができる。学校新聞

は、プレーヤーに影響を与えるのと同様、学

生たちや教職員の注目を集めることができる。

地方の新聞や都市の新聞、1雑誌も地元の支持

やより広い範囲の支持を集めることができる。

コーチが、マスメディアのすべての部門とよ

い関係を確立するためには、彼の率いるチー

ムによることが多いのである。

係関一週
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特別な問題の取扱い

風 紀

チーム精神を発展させ、支えていくのは、

コーチの第 1の仕事だ。チームは1つだとい

う意識なしにスポーツをする時、チーム全体

の関係はよいとはいえないし、疑問だ。コー

チはチームワークと無私の精神を持ちつづけ

るために、さまざまな心理学的テクニックを
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使えるようにしておかなくてはならない。確

かにシーズン中には、沈滞した時もあるはず

だ。しかし勢いをすばやくとり戻ずために努

力せよ。利己主義、嫉妬、批判的態度に関す

る問題には、いつも用心しなければならない。

もしもそれらがおもてにでてしまうと、チー

ムを破壊することになりかねない。

どんなチームでも、得点力のあるスターが

1人や 2人はいるものだ。彼らはゲームを支

配し、新聞の見出しにも載る。その場合、他

のメンバーとの調和を考え彼 1人だけを浮き

上がらせてはいけない。得点力のある者は、

個人的な祝福を受けるべきで、公には試合を

盛りたてる力のある者が祝福されるべきであ

る。プレーヤーは、チーム精神と誇りのため

には、個人的な栄誉を受けるのはやめるべき

たち

プレーヤーの健康
「コーチ、大丈夫です。アスピリンを4個飲ん

だし、熱も38度 に下りました。試合に出させ

て下さい」というような言葉をこれまで何度

聞いたことか。

コーチは適切な見通しのもとに、ゲームを

進めていくことを学ばなければならない。シ

ーズン中、メンバーの身体的精神的な安全に

気を配ることは、コーチの務めである。病気

の若者をプレーさせることは絶対にいけない。

負傷したプレーヤーの熱心な嘆願に負けて、

その負傷が治らなくなる危険を犯しながら、

プレーさせるようなことは絶対にいけない。

負傷したプレーヤーで冒険をしたコーチは、

コ
=卜
内で疾患者をつ くる原因となり、メン

バーからは非難され、最悪の場合には、プレ

ーヤーの負傷を治らなくした責任があるとい

うらく印を押されてしまう。ゲームに勝つた

めに、プレーヤーの健康に関して冒険を試み

る必要はない。覚えておいてよいことをいく

つかあげよう。

1.プレーヤーの安全については、慎重に
判断して心配な時には医者に相談する。

2.チームのメンバーは、 1人 1人が何ら
かの保険によって保護されるようにし

てお〈。そういう計画がない場合は、

そのような保護を制度化するように主

張すべきだ。プレーヤーは数 ドル払う

だけでシーズン全体を通じて保護され

るのである。

冒険だけはするな/

3.プレーをしたいために、健康でないこ
とがわかっているのに健康だと主張す

るプレーヤーがいる。そのような時で

も、コーチは決心を翻してはならない。

服装と髪型

このような自由の社会であっても、コーチ

は標準的な服装を決めるべきだ。特に遠征に

行 く場合など。プレーヤーたちは、目的地が

学校だろうと、教会だろうと、クラブだろう

と、公の代表として訪れるのだということを

忘れてはならない。このように自覚すること

によって、支持者の信頼に応えるべきなので

ある。きちんとしていることが一番だ。

チームのメンバーがネクタイをすべきかど

うかはヨーチの判断によろう。きちんとする

ことは何も正式な服装をしなくてもできるの

だから。中にはおそろいのジャケットやブレ

ザーを着て遠征に行 くチームもある。もし予

算が許すなら、ぜひそういう服をそろえてみ

ることをすすめる。店ではきっとジャケット

をそろえることを勧め、後援者に原価で売っ

てくれるだろう。このようにしてプレーヤー

は、シーズンを通じてどんな服装が適当かを

矢日る。
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しかし、髪の長さについては、微妙な問題

がある。それでも次にあげる4つの理由によ

り、髪は適当な短さにしておくべきだと主張

したい。 1つは、乾かすのが簡単だというこ

と。プレーヤーは練習後のシャワーで、たぶ

ん自分の髪を濡らしているが、短ければ、夜

の空気にあたっても風邪をひく機会は少ない。

長い髪はプレーヤーの顔にかかりがちで、シ

ュー トをする時、目の邪魔になる可能性もあ

ること。又汗も多くかき、汗が目に入ったり

すると視界がそこなわれ、手でぬぐったりす

るとボールが扱いづらくなること。最後に長

い髪はきちんとしておくのが難しい。

6番目のプレーヤー
補欠については、後の章で述べるつもりだ

が、補欠の役割については、ここで特別なコ

ーチ法の問題として論ずるべきだと思う。も

しも6人 目が実力に恵まれていて、なおかつ

自分の役割にやりがいを感じているのだった

ら、コーチは幸運だ。というのは、ほとんど

のプレーヤーはコー トに出たがるからだ。し

かし補欠とはチームの中でも最も重要な役割

の 1つなのだという考えを受け入れるよう教

えなくてはならない。試合に出るとなったら

何らかの働きをして試合を盛 りあげなければ

ならない。そして、てきぱきしたパスと正確

なシュー トで、ゲームのテンポをつかむ能力

のある補欠を深すのは、スターティング・メ

ンバーを見つけるよりも難しい。従って補欠

選手は、チームの努力に対する彼の貢献度が

いつも問題にされなくてはならない。彼の働

きがどのように評価できるかを教えてや り、

新聞記者との話し合いを通して、彼に伝えて

やるようにする。

敗 戦
我々はだれでも勝ちたいと思う。チャール

ズ・シュルツの漫画の主人公チャーリー・ブ

ラウンは、それをうまい言葉で言いあててい

る。 ｀勝利がすべてではないが、敗北は何も
ない
″
しかしこの手引きで何度もくり返して

きたように、コーチングの成功とは、プレー

ヤーに 100%の ものを与え、同じ方法でそれ
に応じさせることである。私たち2人は、両

方とも、コーチとして勝利を収めようとして

いた時があつた。 しかしそんなことは春の天
気と同じくらい変わりやすいことだ。太陽が

どんなに照っていて暖かくても、レインコー

トだけは忘れなしヾように。夕立はついそこま

できているのだから。その時にはコーチとし

て失望することを覚悟しておかなくてはなら

ない。コーチが成功するのは何も勝ったシー

ズンだけではないのだ。不運をのり越えて強

くなっていくのである。負けた後でプレーの

せいにし、イ国人的に批難したりしてはいけな

い。むしろ何が悪くてこうなったかを強調せ

よ。負けた試合は、次の試合へのよい教訓と

なるのだから、その教訓を学ばなくてはなら

ないのだ。失敗は有効に生かさなくてはなら

ない。

||

チー△メンバーが共有する
コーチングの哲学

||

チーム精神
チームにはワンマンやスターはいらない。

いるのは 5人からなる 1つのチームである。

言いかえれば、各々のメンバーが得点能力を

持ち、できれば相手よりも高くジャン1プでき

活発で、相手の得点を完全に防ぐというよう

|



な平均した能力をもつチームが必要なのであ

る。 1個 の強い鎖よりは、弱い鎖の環の方が

強い。正面観覧席 (特別席)に 向かって精を

だすようなプレーヤーが 1人いても、よく統

率されたチームがだめになってしまう。

我々はゲーム中の 1秒 1秒に、自分のベス

トを尽せ るメンバーを持ち ｀みんなのため
の 1人、 1人のためのみんな

″
でなければな

らない。チームが第 1であり、個人的な名声

は次である。我々のチームにわがままや利己

主義やねたみがあってはならない。

我々の求めるのは恐れを知らず、自惚れる

こともなく、一生けんめい、公正にしかも勝

利を目ざしてプレーするファイターたちの集

まりである。そして、
｀
敗けたくないと思うチ

ームは敗けない
″
ということを忘れないこと。

｀
試合を捨てた者は決して勝てないし、勝利

者には決して試合を捨てなかった者がなる
″

ということを信じよう。

ゲームが始まる前に、絶対負けないぞとい

うことと、相手よりも活発にプレーするぞと

いうことを決心する。言いかえれば、勝てる

という確信をもってプレーすれば、勝てるよ

うになるということである。

他のチームは、我々よりも足が速く、体格

もよく、能力もすぐれているかもしれない。

しかし、どのチームもチーム精神、闘志、決

断力、希望及び気骨の点で、我々のチームに

劣るはずである。
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